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キーワードはコンパクト＋ネットワーク 

コンパクト＋ネットワークの意義・必要性 

①質の高いサービスを効率的に提供 

 ・人口減少下において、各種サービスを効率的に提供
するためにはコンパクト化が不可欠（生産性の向上に
も寄与） 

 ・しかし、コンパクト化だけでは圏域・マーケットが縮小 

 ・このため、ネットワーク化により都市機能に応じた圏
域人口を確保 

 
②新たな価値創造 

 ・人・モノ・情報の高密度な交流が実現し、イノベーションを
創出 

 

コンパクト＋ネットワークにより、国全体の「生産
性」を高める国土構造 

 
    

多様性と連携による国土・地域づくり 

①各地域が「多様性」を再構築し、自らの資源に磨きを
かける 

②複数の地域間の「連携」により、人・モノ・情報の交流
を促進 
 
 ・「多様性と連携」を支えるのがコンパクト＋ネット
ワーク 

 ・コンパクト＋ネットワークは、交通革命、新情報革命
を取り込み、距離の制約を克服するとともに、実物空
間と知識・ 情報空間を融合させる 

 ・交流は、それぞれの地域が多様であるほど活発化 
  （→対流） 
 ・対流のエンジンは多様性（温度差（地域間の差異）がな
ければ 対流は起こり得ない） → 常に多様性を生み出
していく必要 

（１）一定の集積がある都市における「コンパクトシティ」の形成 
（２）過疎地域等における「小さな拠点」の形成 
（３）一定の圏域人口を維持する「連携中枢都市圏」の形成 

各地域の特性に応じた「コンパクト＋ネットワーク」の具体化 


